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小田原市自治基本条例・オープンスクエア（第６回）－概要記録－ 
2009.11.27（火）19:00-21:00（市役所７階・大会議室） 

テーマ：住民投票 ～その課題と条件について～ 

 
◎参加者：２３名、松下先生、行政４名、ファシリテーター1 名 合計２８名（４グループ） 
 
◎今回のオープンスクエアの話題提供者 

・松下先生 
・各班の検討委員 

 
１．はじめに 

（１）今回のオープンスクエアの進め方について：今井（ファシリテーター～進行役） 

・オープンスクエアの趣旨について説明。 
・今回は、住民投票制度そのものだけでなく、住民投票についての話し合いを通して、小田原

市の自治のあり方について考えたい。 
 

（２）今回のテーマについての話題提供：松下先生 
・以前、検討委員会で住民投票についての議論をしてみたが、その時はさっとまとまってしま

ったので、今日、この場で話し合ってみたい。住民投票に関しては、一般的にはものすごく

市民の関心も高く、期待も高かったりするのだが。 
・自治体は二元代表制をとっており、市長と議会がいる。本来はどちらも市民代表として選ば

れているので、考え方は一致するはずだが、ズレが生じることがある。住民投票の議論は、

ここが出発点である。 
・実は、今ある制度の中でも住民投票を行うことはできる。議会では議員の 1/12 以上が集まれ

ば提案でき、市長は自分で提案できる。市民も 1/50 以上の署名を集めれば住民投票条例につ

いて直接請求できるが、実態としては９割以上が議会で否決されている。そこで、住民が一

定数の署名を集めて請求したら、必ず住民投票を行うという制度をつくっている自治体があ

る。そういう住民投票の制度を「常設型」という。それを自治基本条例に盛り込んでいると

ころもある。 
・常設型の住民投票制度に関する議論は、一般的には住民投票を経験していない自治体で盛り

上がる傾向がある。 
・住民投票に関する論点はいくつかあるが、代表的な論点は、「常設型住民投票制度をつくるべ

きかどうか？」というものがある。一方、今の仕組みでも十分であるという考え方もある。

常設型の場合の制度設計では、濫用の危険性に気をつける必要がある。また、自治基本条例

に盛り込む場合は、大まかなことだけを書き、詳細は住民投票条例で検討する。 
・もう一つの大きい論点としては、「どういうテーマで住民投票が行われるか？」ということも

ある。 
・住民投票の議論は、今の二元代表制に限界があるのかどうか？ということが出発点。住民投

票に関しては、実は沢山の論点があるが、今日は皆さんの率直なご意見をお聞きしたい。 
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２．１人１分自己紹介とグループでの話題提供 

・６つの班で一人ずつ自己紹介を行い、各班の検討委員から話題提供があった。 
 

３．グループで聴き合い・話し合い「小田原市における住民投票について」 

・各班で、住民投票についての話題提供をヒントに話し合い、模造紙に経過と結果をまとめた。 
 

４．各グループで話し合った内容について発表（発表順） 

【３班】（６名） 

・小田原市で住民投票が必要か？という話をしたが、想定されないということになった。幸せ

な市といえる。 
・しかし、住民投票制度は、権利としてあった方がよい。常設型で。 
・重要なことは、住民投票を行う以前に、細かい段階をふむ必要があるということ。大きなこ

とよりも地域の身近な問題の方が小田原市では重要と思う。数字の検討は必要。 
・まずは議会がしっかりしてもらうことが重要。そのためにも議会が活性化し、市民が信頼で

きるようになってもらいたい。 
 

【２班】（６名） 

・住民投票については、今まで考えたこともなかった。 
・最初に、小田原市の抱える問題について出し合った。すると、二市八町の合併、城下町ホー

ル、ボートピア、農作物の被害、市民オンブズマン、法務局の移転などが挙がった。 
・また、住民投票のメリット・デメリットについても考えてみた。すると、デメリットの方が

圧倒的に多かった。メリットとしては、市政への関心が高まる、市民が意思表明できる、国・

県へのアピールができる、ということが出た。デメリットとしては、３０００万円くらいか

かると聞きびっくりした、人間関係が悪くなる、住民投票をやっても決定は議会、それなら

アンケートでも足りる、反対の人は投票に行くが賛成者は行かないなら本当の民意と言える

のか、といったことが挙がった。 
・市民がもっと関心を持たなければいけない。 
・住民投票の対象の基準を明確化する必要がある。投票権を誰が持つか。市全体に関わる問題

など。住民投票は慎重に行うべき。大金をかける価値のあることでなければいけない。市長

の質が問われる。 
 

【１班】（６名） 

・市政での大きな問題とは何か？そういう問題があるのか？ということから、住民投票の必要

性とは？ということを考えた。 
・住民投票をするからには、全市的な問題でなければいけない。コストの問題もある。４００

０万円とか。 
・どういう場合に行うのか？合併、税金に関すること、ホール、議会採決で僅差の場合、ハコ

モノなどの意見が出た。しかしこれらは、住民投票にふさわしいのかどうか？ 
・住民投票制度は、必要ないのではないか。大きな問題は、今後もそうそう起きないのではな

いか。また、議会もある。 
・制度設計のことやコストを考えると、むしろ議会の正常化が必要だということになった。 
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【４班】（５名） 

・班に参加した議員さんから予算のことや、○×だけかといった話を聞いた。すると、住民投

票というよりは、議会についての議論が中心となった。 
・住民投票が必要な事案については、あまり出てこなかった。議会がしっかり機能していたら、

住民投票は必要ない。 
・市民の役割としては、議員の仕事や役割をしっかりと知ること。また、議員と支持者の市民

との内輪の関係を乗り越え、新しい声を議員は聞くべきである。 
・市民は様々な議員と話をし、議員は多くの市民との対話が必要である。 
・市民の責任。議会がしっかりしていれば、議会が優先されるという意識。市民は、議員を選

ぶ時から、一票の重みを知るべきである。議員さんを選んだのは市民の責任だし、大きな声

が民意ではない。 
・議員を選ぶ一票が住民投票、というのが班の結論。 
・住民投票は、コミュニケーション不全が生むという面もある。もし、住民投票が行われる場

合は、市民ががっかりしないような結果にならなければいけない。 
・住民投票制度はあるべきだと考えるが、個別型でよい。 
〈参加した議員さんより〉 
・議会と市民の関係について話し合った。今度はオープンスクエアで議会について話し合いた

い。議会でもそういう声が上がっており、気運は盛り上がってきている。 
 

５．まとめ 

〈松下先生より〉 
・今日は、良い議論ができたと思う。 
・よく自治基本条例について新聞に載る時には「１６歳から住民投票」などという記事になる

が、そういうものではないと思う。 
・今日の発表で印象的だったのは、まず選挙に行ってきちんと議員を選ぶことから始めたらど

うか、という意見。まずは権利を行使しよう、という条例にしても良いと思う。もしかした

ら、小田原市では、住民投票は選択せず、参加の制度を充実させようという方向もあるのか

もしれない。それは、今ある制度を活かすことでもある。 
・実際、○×で決められることはない。○×の間で悩んでいる。 
・議員さんの間でも気運が盛り上がっているという話もあった。いいことだと思う。地道な取

り組みが必要なのであり、特効薬があるわけではない。 
・住民投票には、決定権がない。より身近なシステムを考えていければという思いを持った。

今日は皆さんから良い勉強をさせていただいた。 
 


